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1. DOI（Digital Object Identifier)
● Digital Object Idendifierの頭文字で、コンテンツに付与される

国際的な識別⼦である。
● DOIの前に、「http://dx.doi.org/」を付けることにより、URLと

して機能する。
● DOIは、ISOにより標準化された規格 (ISO26324:2012) である。

● 各機関固有のDOI-prefixと、個々のコンテンツを特定するDOI-suffix
とを「/」（スラッシュ記号）でつないで並べた構文となっている。

アクセスする際のURL ⇒ http://dx.doi.org/10.1241/johokanri.55.42

DOIの例： 10.1241 / johokanri.55.42

DOI-Prefix DOI-Suffix
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1.1. DOI（Digital Object Identifier)

● DOI=Digital Identifier of an Object (not "Identifier of a Digital Object")
オブジェクトに対するデジタル識別⼦

● Digital Identifier = network actionable identifier ("click on it and do 
something")
デジタル識別⼦=ネットワークにおいてアクション可能な識別⼦

● Object = any entity (thing: physical, digital, or abstract)
Resources, parties, licences, etc.

オブジェクト=どのようなエンティティでもよい

デジタル識別⼦ DOI

10.1241/johokanri.55.42 
https://www.jstage.jst.go.jp/article
/johokanri/55/1/55_1_42/_article
/-char/ja/

URL

(DOIのfactsheetsページ http://www.doi.org/factsheets/DOIKeyFacts.html より抜粋)
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1.2. 対象となるオブジェクト
(1) 論文



5

● 学術論⽂の分野で世界的に普及しており、NatureやScienceの
ような学術雑誌や、ACM、IEEEなどの学会が発⾏した論⽂誌の
記事に付与されている。

【Nature Publishing 
Group (NPG) 】

【アメリカ科学振興
協会(AAAS) 】

【ACM: Association for 
Computing Machinery】

【IEEE: The Institute 
of Electrical and
Electronics Engineers】

(1) 論文

1.2. 対象となるオブジェクト
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Public Library of Science(PLOS)の例
[DOI: 10.1371/journal.pmed.1001484.g002]

1.2. 対象となるオブジェクト
(2) 論文中の図

Wiley Online Libraryの例
[DOI: 10.1002/0470841559.ch1]

(3) 書籍

PANGAEAの例
Irino, T; Tada, R (2009): Chemical and mineral 
Compositions of sediments from ODP Site 127-797.
Geological Institute, University of Tokyo.
[ DOI:10.1594/PANGAEA.726855 ]

(4) データセット＆サブセット
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1.3. DOIによる論文循環

研究者
論文執筆

JAIRO
(IRDB）

機関
リポジトリ

CREATE

USE

MEASURE

doi

doi

doi

doi
DOIを引用

引用件数を把握
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“http://dx.doi.org”という文字列を
DOI名の前につけることでURLとなる

1.4. DOIの働き

DOI
Service

DOI name:     type: data:
10.1000/123 URL   http://www.exam.com
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1.4. DOIの働き

DOI DBが正しく更新されていれば
Web上で本体が移動していても大丈夫

DOI
Service

DOI name:     type: data:
10.1000/123 URL   http://www.exam.com
10.1000/123 URL   http://www.newex.com
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2.1. Handle System

● デジタルオブジェクトの識別⼦とその解決を⾏うサービス
■ 識別⼦の付与
■ デジタルオブジェクトの識別⼦から存在するURLへの

変換

●分散型管理

● Corporation for National Research Initiatives
（CNRI)が提供
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2.1. Handle System

Handle : https://hdl.handle.net/2241/103601

Tulips(筑波大学附属図書館)の例

https://www.tulips.tukuba.ac.jp/
dspace/handle/2241/103601
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2.2. Handle System での問い合わせ

X大学機関
リポジトリ

CNRI

Handle prefix/suffix
prefixとサーバの関係はCRNIのサーバが管理
suffixとURLの関係は各ローカルサーバが管理

Local Handle 
Service

Global Handle
Registry

103601

https://www.tulips.tukuba.ac.jp/dspace/
handle/2241/103601

https://www.tulips.tukuba.ac.jp/
dspace/handle/2241/103601

https://www.tulips.tukuba.ac.jp/dspace/handle/
2241/103601

https://hdl.handle.net/2241/103601
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● オブジェクトの識別⼦とその解決を⾏うサービス
■ 識別⼦の付与
■ デジタル識別⼦として存在するURLへの変換(Handle system)

● DOIの存在意味（Handle System単独と比較して）
■ 永続する管理主体
■ 運営ルール

● DOIのメリット（Handle System単独と比較して）
■ サービス提供
■ 持続性

識別⼦が有効性を維持
■ 一貫性

識別⼦が指すものの”保証”

2.3. DOIの特徴
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国際DOI財団
（The International DOI Foundation, IDF)

● DOIレゾリューション（http://dx.doi.org/XXX ⇒ XXXにDOI
を入れると URLに）

● DOI登録機関（Registration Agencies, RA)の管理
● ポリシーの策定

DOI登録機関
（Registration Agencies, RA)

● DOI登録のシステム基盤の運営
● DOI登録者（registrants=DOI付与を⾏おうとする者）の管理
● DOIシステムの普及
● CrossRef 等、9つの機関が存在する。

2.4. DOIの運営組織

＃2012年3月JaLCは世界で9番目のRAとして認定を受けた。
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2.4. DOIの運営組織

① CrossRef (アメリカ)
学術的な専門的な研究コンテンツ
雑誌論⽂、図書、学会予稿など
引用リンク、検索可能なメタデータデータベース

② mEDRA (multilingual European DOI Registration Agency) (EU, イタリア）
インターネット上の⽂書のための永続的引用システム
知的所有実体（intellectual property entities）相互の関係トラッキング
タイムスタンプや電⼦署名の認定

③ OP (Publications Office of the European Union) (EU)
EU 配下組織の出版物のためのDOI 管理を通じ、EU の公式パブリッシャーとして機能

④ DataCite (ドイツ）
データセットに関する学術基盤構築
ベストプラクティスの共有、識別や名前解決の課題などへの取り組み

⑤ EIDR (Entertainment Identifier Registry) (アメリカ）
映画、テレビ番組、商業⾳声／映像資料へのレジストリ

⑥ ISTIC (The Institute of Scientific and Technical Information of China) (中国）
中国語雑誌のリンキングサービス構築と、中国の科学データ管理

⑦ CNKI (China National Knowledge Infrastructure) (中国）
中国発⾏の学術雑誌、全国紙・地方紙・専門紙などの新聞、学位論⽂、論⽂集などの⽂献をインター
ネットを通じて閲覧できる中国最大の学術⽂献オンラインサービス

⑧ Airiti, Inc（台湾）
繁体中国語資料へのDOI

⑨ Japan Link Center (JaLC)

DOI登録機関（RA）
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● CrossRefは、⽶国の非営利機関で、電⼦ジャーナル間の引用⽂献リンク
を可能にするために1999年に設⽴されたDOI登録機関（RA)。

● 世界70カ国に会員を持ち、現在登録されているDOIの大部分がCrossRef
のDOI。

● ジャーナルだけでなく、最近は書籍にも積極的にDOI登録を⾏っている。

登録DOI数： 61,502,145
ジャーナル数： 30,942
書籍数： 387,170 2013年6月時点

2.5. CrossRef
(1) CrossRefとは
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● 論⽂の書誌情報とDOIを登録するサービス
● 書誌情報からDOIを検索するサービス
● 論⽂が引用している論⽂も登録し、被引用論⽂を検索できるサービス
● 学術論⽂関連のオプションサービス（剽窃検知サービス、論⽂の版管理

サービス 等）

(2) CrossRefのDOI関連サービス

2.5. CrossRef
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2.5. CrossRef

http://www.crossref.org/guestquery/

(3) メタデータ検索
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2.5. CrossRef
(4) 引用におけるCrossRef DOI
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● 論⽂著書
■ ⾃論文が読まれやすく・引用されやすくなる

● 論⽂読者
■ 確実に論⽂の本⽂テキストにたどり着ける
■ 引用⽂献の本⽂テキストにたどり着ける（CrossRef）

● 出版社
■ 確実に自社サイトに誘導できる
■ 引用⽂献の同定が楽になる（CrossRef）

● 資⾦提供者、大学管理者
■ 業績確認のために論⽂の有無が簡単にわかる

出版社サイト誘導出版社サイト誘導出版社サイト誘導出版社サイト誘導
という批判ありという批判ありという批判ありという批判あり

2.5. CrossRef
(5) DOI/CrossRefのメリット
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● データセットに関する学術基盤構築を目的とした
コンソーシアム。

● DOIの登録機関（RA）の一つ
● 会員数は17機関
● ドイツ国⽴科学技術図書館が運営事務局。

2.6. Data Cite
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● RAとしてAiriti, Inc（台湾）、ISTIC、CNKI（中国）、
JaLC（日本）が存在する。

● KISTI（韓国）がDataCiteの準会員

2.7. アジアにおけるDOI


